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睦小学校の教育
◇教 育 目 標

やさしく かしこく たくましく

経営の指標 人は人の中で人となる 睦み合いの中で育てる教育

◇目指す子ども像
１素直で温かい心をもち、自他を尊重するとともに自分の考えを発言できる子
２基礎・基本が定着し、学び方を身に付け、進んで学ぶ子
３心身ともに健康で、責任感をもち、最後まであきらめずに挑戦し続け、やり遂げる子

＜やさしく…豊かな心＞ ＜かしこく…確かな学力＞ ＜たくましく…健やかな体＞
・思いやりの心の育成 ・生きていくための知恵の ・たくましく生きるための
・感動する心の伸長 体得 体力の育成

・学び方･学ぶ心の育成 ・個に応じた健康と安全の
確保

努力点

１ 道徳の時間を中心にすべて １ 分かる、できる、楽しい授業 １ 自らの体力を知り、様々な場
の教科で「命の大切さ」の指 を実施し、基礎的・基本的事項 面で運動に取り組み、将来にわ
導を徹底し、命あるものを大 の定着を図る。 たりたくましく生きるための体
切にする心を育てる。 （読み･書き･計算、話す・聞く、 力を付けさせる。
２ 互いのよさを認め合い、い 学び方等の重点指導） ２ 興味を持ち全力で取り組む体
じめや差別を許さない学級づ ２ ＴＴ学習、習熟度別学習、交 育の授業の充実に努める。
くりを行う。 換授業などを取り入れ、個に応 ３ 学校行事や業間、昼休み等を
３ 障がいのある児童の自立や じたきめ細かな指導に努める。 活用し、基礎体力の増強に努め
社会参加、好ましい人間関係 ３ 知識・技能を活用する力を高 る。
育成のための交流及び共同学 める指導方法の工夫と改善に努 ・持久走チャレンジウィークや
習を充実させる。 める。 なわとびチャレンジ期間の設
４ 「睦っ子 一日の生活」をも ４ 朝の計算タイムを活用し、基 定
とに、基本的な生活習慣を身 礎学力の向上に努める。 ・持久走記録会やなわとび集会
に付けさせる。特に小中学校 ５ 学習する習慣を身に付けさ の実施
連携の指導内容「あいさつ」「返 せ、自ら学ぶ意欲や主体性、生 ・業間や昼休み時間の外遊びの
事」「靴そろえ」の徹底を図る。 涯にわたり学び続けようとする 奨励
５ 個を尊重するとともに、異 粘り強い態度と向上心を身に付 ４ 保健指導、給食指導を強化し、
年齢集団を活用した心豊かな けさせる。 一人一人が健康･安全な生活に
集団づくりを行う。 ６ 情報化社会に対応できるよう 必要な生活習慣や態度を身に付
６ 「縦割り班活動」「共遊」な にパソコンの操作方法の習得と けるとともに、進んで健康管理
ど児童同士、教師と児童のふ 積極的な学習への活用を図る。 ができるようにさせる。
れあいの時間を確保し、お互 ７ 外国語活動を通してコミュニ ５ 食育について共通理解を図
いを思いやり、お互いに励ま ケーション能力の素地を養うと り、学校栄養士や給食主任を中
し合い、助け合い、そして協 ともに、自国や他国の文化や伝 心に、「食に関する指導」の充
力する態度を育成する。 統を尊重する態度を養う。 実に努める。
７ 様々な体験的学習を通し、 ６ 「早寝・早起き・朝ごはん」
自主性･自立性を育成する。 運動を推進し、基本的生活習慣
８ 音楽教室や芸術鑑賞を通し の確立と生活リズムの向上を図
て豊かな情操を育てる。 る。
９ 朝読書･読書環境の整備、業 ７ 「安全支援ボランティア」「か
間の読み聞かせ、家読の推進 けこみお宿」の制度の活用と充
等により、読書習慣を身に付 実を図り、危機管理 体制の確
けさせるとともに感動する心 立と児童の安全確保に努める。
を育てる。
10 学校支援ボランティア、安
全支援ボランティア等幅広い 地域に信頼される開かれた学校づくり
年代の地域の人々との交流 ・ 保護者、学校支援ボランティア、地域、関係機関との連携
活動や体験活動を推進すると ・ 学校の情報の提供、学校評価の適切な実施
ともに地域を愛する心を育て
る。
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１ 地域信頼される開かれた学校づくり
（１）地域を基盤にした学校運営
○コミュニティスクール（学校運営協議会）を核とし、学校と地域が積極的
に連携し協働する。

○地域の教育力の活用
保護者、学校支援ボランティア、安全支援ボランティアの有効活用に努める。

○地域コミュニティとの積極的な連携を図る。

（２）学校の情報の提供
○ホームページ、各種便り、一斉メールを有効に活用し開かれた学校づくりに努
める。
○学校評価を適切に実施し、結果を有効に活用しながら、学校運営の改善及び
特色ある学校づくりに努める。

教育目標達成のための家庭との連携

○「あいさつ」「返事」「靴そろえ」
○「早寝・早起き・朝ご飯」
○テレビを消して会話や読書
○ゲームをやめて外遊び

２ 学校からのお願い
○子どもの中にいる「４ひきのたい」を大切にしましょう。
◆「愛されたい」「褒められたい」「認められたい」「役に立ちたい」
○「いつも誰かに守ってもらう人」から、まずは「自分で自分の身、そして命を
守れる人」に、そして「家族、友だち、そして周りの方々など、相手のことを
思い、相手の身や命を守れる人」に育てていきましょう。
◆交通安全、生活安全、情報安全、そしてなにより健康安全
○善悪の判断ができる子ども、いやなことはいやとNOと勇気をもっていえる子
どもに育てましょう。
◆命にかかわる事、いじめ、差別、法に触れるような行為は毅然とした態度で
指導します。

３ 登下校に関するお願い
○登下校は集団で
雷雨等の場合は、安全が確保できるまで学校で待機させ、集団下校をさせます。
下校時刻は、一斉メールとホームページでお知らせします。

○原則、児童の登下校時は車の乗り入れはご遠慮ください。
けが等で送り迎えをする場合は、校舎北側駐車場、西側駐車場をご利用くださ
い。
正門付近前の道路上は近隣の方の迷惑になりますので、駐車はご遠慮ください。

４ 引き渡し下校について
○非常災害時の「引き渡し下校」は、一斉メールとホームページでお知らせしま
す。
○震度５強以上の地震、竜巻が発生した場合は、授業を打ち切り、保護者引き渡
しで下校させます。（徒歩、自転車でお願いします）
○震度５弱以下の地震、竜巻警報・注意報が発令された場合は、状況を見て判断
します。下校の仕方は、一斉メールとホームページでお知らせします。

○登下校中に、大きな地震、竜巻等が発生した場合や不審者がいた場合は、学校、
近くの「かけこみお宿」に避難をしてください。


